
                          

                           

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

みかわ地域だより 12 月号  

ク リ ー ニ ン グ 屋 さ ん ？   

と見間違うような品々。 

 仕分け作業されている地域の皆さんが支援の多さに嬉

しい悲鳴を上げていました。新品・使用美品が数多く！ 

男性物より女性物が圧倒的に多かったそうです。 

天領校区コミュニティセンター「かおみしり」に集まった冬物衣料 

11 月 21 日「冬物衣料を無料で差し上

げます」当日の一部の写真です！ 

お天気にも恵まれ、八社公園・ 上屋敷

公園の 2 会場で約 400 人の来場があり、

ボランティアスタッフは総勢 55 名！ 

多くの人の支援と、ボランティアの皆さ

んの力添えで、寒い冬を暖かく過ごして

頂ける衣料品と共に、被災された皆さん

に寄り添う心も届けられたのではない

かと思います。 

関わられた皆さん、本当にお疲れさま 

でした。 

          

    

 令和 2 年 7 月豪雨で被災された、みなと校区の皆さんへ、寒い冬を迎える時期に少しでも暖かく  

過ごして頂くために、天領校区まちづくり協議会隣人支援プロジェクト実行委員会が主体となり、  

冬物の衣料品を募り届ける取組みを行いました。 

集まった衣料品は約 1,500 点で、袖を通されていない新品の物も数多くありました。 

集められた衣料品は、11 月 21 日(土)10 時から 12 時のまでの間に八社公園、上屋敷公園の 2 会場で、

みなと校区の住民の皆さんに配布されました。配布にあたっては、実行委員会が「冬物衣料を無料

でさしあげます」と書かれたチラシを作成し、みなと校区運営協議会で回覧配布が行われるととも

に、当日のボランティア募集も行われました。 

校区を越えた地域の思いが復興支援に繋がっていくように思います。 

豪雨災害から５ヶ月が経過する中、多くのボランティアの皆さんや団体の皆さんの地域での活動が、 

今も続いています。三川地区公民館も地域に寄り添っていきたいと思っています。 


